
基本理念

基本方針

わたくしたちは公共的使命を自覚し心のこもった最高最良の医療を提供します

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し　患者さんの立場に立った医療を行います

2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに　患者さんが満足できる医療を行います

3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし　安全管理を徹底します

4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします

5. 地域における役割を自覚し　地域の医療機関とともにその責務を果たします

6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

7. 職員が誇りを持ち、安心して働ける職場環境をつくります

標榜診療科一覧

※本紙では撮影用にマスクを外しています。

北九州市立医療センター
〒802-8561　北九州市小倉北区馬借二丁目1番1号
TEL.093-541-1831（代表）　FAX.093-533-8693
外来予約センター　093-533-8640
[月～金　9：00～16：30]紹介状または二次検診初診受付
ホームページ　https://www.kitakyu-cho.jp/center/発行日：2025年11月1日
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地方独立行政法人 北九州市立病院機構

内 科
肝 臓 内 科
血 液 内 科
感 染 症 内 科
心 療 内 科
精 神 科

呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
腫 瘍 内 科
内分泌・糖尿病内科
緩和ケア内科

小 児 科
外 科
消 化 器 外 科
乳 腺 外 科
内 分 泌 外 科
大 腸 外 科

肛 門 外 科
肝 臓 外 科
胆 の う 外 科
膵 臓 外 科
食 道 外 科
胃 腸 外 科

整 形 外 科
形 成 外 科
リハビリテーション科
脳 神 経 外 科
呼 吸 器 外 科
心臓血管外科

小 児 外 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
病 理 診 断 科
救 急 科
麻 酔 科
歯 科

「本物の手術みたい！」と目を輝かせる子供たち。医
師・看護師・薬剤師・リハビリスタッフとのふれあい
を通じて、医療の世界の楽しさと奥深さを体感しても
らいました。子供たちの笑顔に、私たち自身も初心を
思い出すひととき。未来への希望が確かに芽生えたイ
ベントとなりました。

ホームページ Facebook Instagram X
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前
立
腺
が
ん
の

検
査
法
に
つ
い
て

夏
休
み
体
験
イ
ベ
ン
ト

寒くなる季節を元気に乗り切る
ポイントをお話します。

A.冬は乾燥対策が大切です。①熱
い湯や石鹸の使いすぎは避け、ぬ
るめのお湯でやさしく洗いましょう。
②入浴後は保湿の好機。タオルで
水分を軽く拭き取り、5分以内に保
湿剤を塗りましょう。③吸湿発熱繊
維(ヒートテックなど)は肌の水分を
奪うため、綿素材の下着を重ね着
しましょう。

A.秋になると食欲が亢進し、カロ
リー摂取が増える傾向があります。
寒くなり運動不足になることでカロ
リー消費量が減少、インスリン作用
が低下、基礎代謝の低下により体
内の脂肪が増えることなどで血糖値
が上がりやすくなると言われていま
す。

A.季節の変わり目の体調やメンタ
ルの不調は、気象病や季節性うつ
などと呼ばれ、気温や気圧の変動
が自律神経の乱れを引き起こすこと
が一因と考えられます。予防には規
則正しい生活、適度な運動とストレ
ス発散が大切です。

乾燥による肌トラブルが
気になります。予防法は？

Q  A
ドクターに
聞く！ 今

月
の
健
康

uestion1Q
皮膚科

秋・冬は血糖値が
上がりやすいって本当？uestion2Q
内分泌代謝・糖尿病内科

体がだるくて、やる気が出ません。
季節のせい？uestion3Q
心療内科

ちょこっ
と質問

ストレス解消法
甘いものを食べる

ちょこっ
と質問

ストレス解消法
俳句を詠む

ちょこっ
と質問

ストレス解消法
カラオケ



　
前
立
腺
は
、
男
性
の
み
に
あ
る
臓
器
で
す
。
膀
胱
の

出
口
側
に
尿
道
の
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
位
置

し
、
後
面
は
直
腸
に
接
し
て
い
ま
す
。
前
立
腺
は
精
液

の
一
部
と
な
る
前
立
腺
液
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
と
は
、
前
立
腺
の
細
胞
が
何
ら
か
の

原
因
で
異
常
に
増
殖
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
病
気

で
、
悪
性
腫
瘍（
が
ん
）の
1
つ
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
が
高
く
、
特
に
60
歳
以

上
に
多
く
、
2
0
2
0
年（
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で

最
新
の
統
計
）の
日
本
人
男
性
に
お
け
る
部
位
別
が
ん

罹
患
数
で
第
一
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、
比
較
的
ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
早
期
に

発
見
し
て
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、治
癒
が
望
め
ま
す
。

　
早
期
の
前
立
腺
が
ん
は
、
多
く
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
が
ん
が
進
行
し
尿
道
を
圧

迫
す
る
と
、
尿
が
出
に
く
い
、
排
尿
の
回
数
が
多
い（
頻

尿
）な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
進
行
す
る
と
、
排
尿
の
症
状
に
加
え
て
、
血
尿
や
排

尿
痛
、
骨
へ
の
転
移
に
よ
る
腰
痛
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
で
は
、
最
初
に
P
S
A（
前
立
腺
特
異

抗
原
）検
査
を
行
い
、
基
準
値
を
超
え
て
い
る
と
き
は

直
腸
診
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
で
前
立
腺
が
ん

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
M
R
I
を
用
い
た
画
像
検

査
を
実
施
し
て
確
認
し
、
最
終
的
に
経
直
腸
エ
コ
ー

を
用
い
た
前
立
腺
生
検
を
行
っ
て
、
が
ん
か
ど
う
か
を

診
断
し
ま
す
。

　
が
ん
の
広
が
り
や
転
移
の
有
無
は
画
像
検
査（
C
T

検
査
、
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
）で
調
べ
ま
す
。

　 

P
S
A
検
査

　
P
S
A
は
、
前
立
腺
で
つ
く
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の

一
種
で
、
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
や
炎
症
に
よ
り
前
立
腺
組
織
が
壊
れ
る
と
、

P
S
A
が
血
液
中
に
も
れ
出
し
、
血
液
中
の
P
S
A

量
が
増
加
し
ま
す
。
P
S
A
値
が
4.0
n
g
／
m
L
以

上
で
精
密
検
査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
P
S
A
検
査
は

非
常
に
有
用
で
す
が
、
良
性
の
前
立
腺
肥
大
症
や
前
立

腺
炎
で
も
数
値
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
、
P
S
A
値

が
4.0
〜
10.0
n
g
／
m
L
の
い
わ
ゆ
る「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」

で
は
、
が
ん
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
別
が
難
し
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
P
S
A
を
よ
り
詳
細

に
分
析
す
る
検
査
方
法
が
研
究
・
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

 

●
フ
リ
ー
P
S
A（
遊
離
型
P
S
A
）／
総
P
S
A
比
　

（Free PSA
/Total PSA

 R
atio

）

　
P
S
A
は
血
液
中
で
、
他
の
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
し

た「
結
合
型
」と
、
結
合
し
て
い
な
い「
遊
離
型
」の
2
つ

の
形
で
存
在
し
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
場
合
、
遊
離
型
P
S
A
の
割
合
が

低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
遊
離
型
P
S
A

と
総
P
S
A
の
比
率
を
調
べ
る
こ
と
で
、
前
立
腺
生

検
の
必
要
性
を
判
断
す
る
際
の
補
助
的
な
情
報
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
プ
ロ
ス
テ
ー
ト
ヘ
ル
ス
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

　（PH
I :Prostate H

ealth Index

）

　
P
S
A
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
総
P
S
A
、

フ
リ
ー（
遊
離
型
）P
S
A
、
そ
し
て「
p
2
P
S
A
」

と
い
う
P
S
A
の
異
な
っ
た
分
子
型（
ア
イ
ソ
フ
ォ
ー

ム
）を
組
み
合
わ
せ
て
算
出
し
ま
す
。

　
単
純
な
P
S
A
値
よ
り
も
前
立
腺
が
ん
の
診
断
、

特
に
臨
床
的
に
重
要
な（
治
療
が
必
要
な
）が
ん
の
発

見
に
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
S
2
、
3
P
S
A
％
検
査（
P
S
A
の
糖
鎖
解
析
）

　
P
S
A
は
、「
糖
鎖
」と
呼
ば
れ
る
糖
の
分
子
が
結

合
し
た
タ
ン
パ
ク
質
で
す
が
、
が
ん
細
胞
由
来
の

P
S
A
は
、
正
常
な
細
胞
由
来
の
P
S
A
と
は
異
な

る
糖
鎖
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に「
S
2
、
3
P
S
A
」と
呼
ば
れ
る
特
定
の
糖
鎖

パ
タ
ー
ン
を
持
つ
P
S
A
の
割
合
を
測
定
す
る
こ
と

で
、
前
立
腺
が
ん
の
診
断
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
、
前
立
腺
生
検
の
必
要

性
を
判
断
す
る
た
め
の
補
助
的
な
情
報
と
し
て
有
用

で
す
。
検
査
結
果
が
低
け
れ
ば
、
生
検
を
回
避
し
て
経

過
観
察
す
る
選
択
肢
が
増
え
、
患
者
さ
ん
の
負
担
軽

減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　 

M
R
I
検
査

　
磁
気
を
使
っ
て
前
立
腺
の
内
部
を
詳
細
な
画
像
で

映
し
出
す
検
査
で
す
。

　
が
ん
の
有
無
や
場
所
、
前
立
腺
の
外
へ
の
広
が
り
、
リ

ン
パ
節
へ
の
転
移
の
有
無
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
M
R
I
で

疑
わ
し
い
病
変
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
不
必
要
な
生

検
を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　 

前
立
腺
針
生
検

　
P
S
A
値
、
M
R
I
検
査
な
ど
か
ら
前
立
腺
が
ん

が
疑
わ
れ
る
場
合
、
診
断
を
確
定
す
る
た
め
に
前
立

腺
生
検
を
行
い
ま
す
。

　
局
所
麻
酔
、
ま
た
は
下
半
身
麻
酔
を
行
い
、
肛
門
か

ら
超
音
波
を
発
す
る
器
具
を
挿
入
し
、
経
直
腸
超
音

波
検
査
に
よ
る
画
像
を
観
察
し
な
が
ら
、
前
立
腺
に

細
い
針
を
刺
し
て
複
数
カ
所
の
組
織
を
採
取
し
ま
す
。

肛
門
か
ら
針
を
刺
す
経
直
腸
生
検
と
肛
門
と
陰
嚢
の

間
の
皮
膚
か
ら
針
を
刺
す
経
会
陰
生
検
が
あ
り
ま
す
。

　
採
取
し
た
組
織
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
が
ん
細
胞

の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

　
当
科
で
は
、
2
0
2
5
年
6
月
か
ら
、
前
立
腺
生
検

の
効
率
化
を
支
援
す
るM

RI-U
S fusion

前
立
腺
生
検

シ
ス
テ
ム「A

RIETTA
 65 IntuitiveFusion

」を
導
入

し
ま
し
た
。

　
従
来
は
、
超
音
波
画
像
を
見
な
が
ら
ラ
ン
ダ
ム
に

組
織
を
採
取
す
る「
超
音
波
ガ
イ
ド
下
前
立
腺
生
検
」

が
一
般
的
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、「M

R
I/

超
音
波
融

合
前
立
腺
針
生
検（M

R
I/U
S fusion prostate 

biopsy

）」は
、
M
R
I
と
超
音
波
の
画
像
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
に
疑
わ
し
い
病
変
を
狙
っ

て
組
織
を
採
取
す
る
新
し
い
方
法
で
す
。

　
M
R
I
と
の
融
合
に
よ
り
、
疑
わ
し
い
病
変
を
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
狙
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
正
確
に

が
ん
を
発
見
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
治
療
法
は
、
が
ん
の
進
行
度
合
い

（
病
期
）、
が
ん
の
悪
性
度
、
患
者
さ
ん
の
年
齢
や
全

身
状
態
、
合
併
症
の
有
無
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
価
値

観
や
生
活
環
境
な
ど
を
考
慮
し
て
、
総
合
的
に
決
定

さ
れ
ま
す
。
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ん
が
腺
立
前

の
検
査
法
に
つ
い
て

がん特集／知っておきたい「がん」のおはなし

前
立
腺
が
ん
と
は

前
立
腺
が
ん
の
症
状

前
立
腺
が
ん
の
検
査

MRI-USフュージョン前立腺生検システム
「ARIETTA 65 ntuitiveFusion」

「BiopSee ソフトウェア」画面（弾性（Elastic）フュージョン）機能

「BiopSee ソフトウェア」画面（生検ガイド機能）

1

3 2

北九州市立医療センター
泌尿器科 統括部長

長谷川 周二
（はせがわ しゅうじ）

専門医
・日本泌尿器科学会専門医・指導医
・臨床研修指導医

私が
お答えします！

M
R
I
超
音
波
融
合
前
立
腺
針
生
検

（M
R
I/TR

U
S fusion protaye biopsy

）

新
し
い
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
・
診
断
法

け
い
ち
ょ
く
ち
ょ
う
せ
い
け
ん

い
ん 

の
う

け
い

え

い
ん 

せ
い 

け
ん

は
り 

せ
い 

け
ん
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北九州市立医療センター

「医療連携の会」を
開催いたしました
　7月10日、リーガロイヤルホテル小倉において地域医療機関156施設256名の方にご参加いただき、「医療
連携の会」を開催いたしました。
　新任副院長・統括部長・主任部長の挨拶と診療科紹介として乳腺センター、放射線治療センター、胆膵セ
ンター、低侵襲ロボット治療センター、血液内科の紹介をさせていただきました。
　懇親会では、地域の医療従事者の皆さんと当院職員との活発な意見交換が行われ、皆さんと対面で「顔の
見える」交流を図ることができました。

乳腺外科統括部長　齋村 道代

1.乳がんの診断と標準治療の提供 2.地域連携の推進

3.専門医の育成

術後ホルモン療法における
連携実績：281施設（1,009症例）

基本領域
　外科専門研修プログラム：基幹施設
サブスペシャルティ領域
　乳腺専門研修カリキュラム：基幹施設

「乳腺センターのご紹介」

乳腺センターの役割

放射線診療科　野々下 豪

●強度変調放射線治療
　標的と正常臓器が近接した症例に対して
　標的への線量を担保しながら
　正常臓器への線量低減を目的として利用

●定位放射線治療
　小さな標的に対して放射線を集中的に照射
　頭　部：1mm以下の精度
　体幹部：5mm以下の精度

「当院の放射線治療の現状」

高精度放射線治療とは

・乳房切除・リンパ節切除
・ラジオ波焼灼療法

・化学療法
・ホルモン療法
・分子標的治療

・画像診断
・生検
・病理診断

診断

手術 放射線
治療

薬物
療法

2025

156

2024

235

2023

177

2022

207

2021

131

2020

84

2019

19

高精度放射線治療件数

202520242023202220212020

89
6月末時点

148

125120

98

70

血液内科副院長　大野 裕樹
「血液内科」

血液内科の実績（1991年～2021年）
・累計移植実施件数　1,119件
・さい帯血移植件数　　351件
北九州の移植総数

2022年度　全国調査報告書
日本造血・免疫細胞療法学会

北九州市立医療センター

自家移植 移植総数血縁者間
同種移植

非血縁者間
骨髄移植

非血縁者間
末梢血幹細胞移植 さい帯血移植

小倉記念病院

産業医科大学

JCHO九州病院

536

144

144

119

222

134

79

50

351

146

39

47

1,119

532

321

268

8

106

56

46

2

1

3

6

消化器内科部長　肱岡 真之

●胆膵悪性腫瘍は最も難治性の高い疾患である。
●超音波内視鏡検査の普及により、胆膵悪性腫瘍の診断能は
　飛躍的に向上している。
●遺伝子パネル検査、免疫チェックポイント阻害剤、
　ロボット手術などの低侵襲手術の普及により、胆膵悪性腫瘍の
　治療も進歩しつつある。

「胆膵センター」

Take Home Message

泌尿器科主任部長　立神 勝則

2019年11月
2024年 7月
2024年 8月

ロボット支援手術システム“ダヴィンチ”を導入
増加する手術に対応するためにダヴィンチ2台体制
低侵襲ロボット治療センターを開設

「低侵襲ロボット治療センター」

外科領域では、治療の確実性と安全性を維持しながら
低侵襲性を向上させるために、ロボット支援手術が普及

①安全性の維持：緊急対応マニュアルの作成、ロボット不具合の監視
②術者の技量向上のための教育：シミュレーションによる訓練
③待機患者をなくすための効率的な運用：予約システムの構築

主に以下のようなマネージメントを行っています

予期せぬ血糖コントロールが見られた場合、
腹部USでの膵疾患の有無の評価を！
疑わしい症例がありましたら

当院胆膵センターにご相談ください！

チーム医療、
裏側の主役たち。

医療の現場でどんな1日を過ごしているのか、患者さん
に向き合う気持ちやちょっとした工夫をインタビュー。
タイムスケジュールと一緒に、スタッフの素顔や温かさ
をお届けします。

診療支援部放射線技術課
おお    の あや    か

大野 耶佳

こんなことも聞いてみました！
Q1. 患者さんと接するときに心がけていることは？
A. 検査を受けるのに不安な方が多いと思うので、少
しでも検査を受けて良かったと思ってもらえるよ
う、笑顔で丁寧な対応を心がけています。

Q2. ご自身の健康管理で特に気を付けていることは
　　何ですか？
A. いっぱい食べていっぱい寝る！
　 日々の業務に全力で取り組めるように常にエネル
ギー満タンにするようにしています！

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

　毎朝、CT装置や周辺機器の動作・画質を確認し、検査室の環
境も整えています。安全で正確な検査ができるよう、万全の準備
をして患者さんをお迎えしています。

動作確認・環境整備8:00

　診療放射線技師、看護師、
受付スタッフが集まり、当日の
検査内容や注意点を確認して
います。造影剤の副作用など
大切な情報を共有し、検査を
安全かつスムーズに行えるよう
準備しています。

8:30

　交代で休憩を取りながら、
検査件数が多い日は昼の時間
帯にもCT検査を行いより多く
の患者さんに対応できるよう
努めています。

交代しながら休憩12:30

　午後は予約検査に加え、心臓の血管や大腸の仮想内視鏡、CT
ガイド下生検などの特殊な検査も行われます。診療放射線技師、
看護師、受付スタッフ、医師が連携し、安全に検査を進めています。

13:30

　検査終了後、手術をサポー
トするための3D画像を作成し
ます。3D画像は、手術計画に
役立てられます。

17:30

こんなことも聞いてみました！
Q1. 患者さんと接するときに心がけていることは？
A. 患者さんに安心してもらえるように声かけを大切
にしています。小さなことでも一言添えるように心
がけています。

Q2. 生命維持管理装置のトラブルを防ぐために日々
　　の点検で最も注意していることは何ですか？
A. 小さな異常にも気づけるように注意を払い、常に
安全に使用できる状態を保つようにしています。

　主に検査前の準備と、検査
中の機器の操作を行っていま
す。血管内から超音波を当て
て観察したり、心臓の働きを
評価するための検査をしたり
しています。

心臓カテーテル検査9:00

業務開始8:30

　業務に差し支えないようにCE同士で順番に休憩を取ります。お
昼ご飯はお弁当を持参するようにしています！

お昼休憩12:00

返却された医療機器のメンテナンス
　病棟から返却された使用後
の機器の清掃や点検、年に1
回の定期点検を行います。そ
の中で修理が必要な機器があ
れば修理を行っています。

16:00

業務終了17:00

診 療 放 射 線 技 師
診療支援部臨床工学課
いづみ   だ あ      ゆ     み

泉田 采優光

臨 床 工 学 技 士

ペースメーカー業務
　植え込みやMRI撮像を行う時に正常に動いているかのチェック
と設定をしています。また、半年ごとにペースメーカーを植え込ん
でいる患者さんの定期チェックも行っています。

13:00



｜体験｜

リハビリテ
ーション

｜体験｜

看護師
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　令和7年8月23日（土）に夏休み体験イベント「あつま れ!メディカルキッズ 医療のお仕事を体験しよう」を開催
しました。イベントには小学5・6 年生16 組が参加し、 親子で医師、看護師、薬剤師、リハビリテーション療法
士の体験を行いました。 
　医師ブースでは術衣を着用し、電気メスや縫合などの 体験を実施、看護師ブースでは経皮的動脈血酸素飽和
度（SpO2）や血圧の測定、点滴の側注体験を実施しまし た。薬剤師ブースでは処方箋に沿って模擬薬（お菓子）
を使った薬の一包化、リハビリテーションブースでは握 力などの筋力測定、手を使って行う上肢機能検査、舌の
力を確認する舌圧測定、飲み込み力の測定などの普段 は経験できない本格的な医療現場さながらのプログラム
に挑戦しました。
　参加者からは、「縫合が楽しかった」「病院の先生にな りたいと思った」「リアルな医療従事者の体験ができて面
白かった」「もっと医療従事者への興味が深まった」「初 めて知ることもたくさんあって勉強になった」など多くの
声が寄せられました。
　保護者からも「このような機会がなければ体験をでき ない内容で、とても贅沢だなと思いました。」「本物の医
療機器をスペシャリストからご指導いただけて、親子で とても素晴らしい経験ができてよかったです。」と感想が
あり、大変好評でした。
　短い時間でしたが、とても素敵な笑顔で楽しそうにお 仕事体験に取り組んでいる姿が印象的でした。将来、メ
ディカルキッズの皆さんと一緒に働けることを、心から楽 しみにしています。

を開催しました!

夏
体 験 イ ベ ン ト

み休休
｜体験｜

薬剤師

｜体験｜

医 師



閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対する新規治療

舌下神経電気刺激装置植込み術について
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Hospital Topics

薬のことについて、当院薬剤師に解説してもらいました。
今日から使える豆知識となっているので、ぜひご覧ください。

糖尿病薬や消化剤などは食事をすることを前提として処方されています。普段から食事を抜くことが多い
方は医師にお伝えください。食事を抜いた場合でも、のまなければならない薬もありますので、ご自分の
薬はどう対処すべきか薬剤師にご相談ください。

食後にのむ薬ですが、食事を抜いた場合はどうしたらいいですか？

栄養相談室

砕いても薬の効果に大きな影響がない薬もあれば、ゆっくり効果が出
る、胃での分解を防ぐなどお薬に特殊な工夫があり、砕いてしまうと本
来の効果が現れず、副作用が出る薬もあります。薬がのみづらい場合
は医師や薬剤師に相談してください。

薬が大きくてのみづらいのですが、砕いても大丈夫ですか？

医師が患者さん個人の症状・体質を考慮して処方した薬が保険薬で、健康保険が適用されます。市販
薬はドラッグストアやインターネットですぐに購入出来、自分で選択が可能ですが、健康保険が適用され
ず、全額自己負担となります。

保険適用の薬と市販薬ではどう違うのですか？
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おしえて！薬剤師 薬剤課
薬剤師長
内山美智恵

私がお答えします！

　当院別館2階に「栄養相談室」を設けており、管理栄養士が患者
さん一人ひとりの病状に応じた食事のアドバイスを行っています。
　糖尿病や脂質異常症、腎臓病などの慢性疾患では、食生活の
見直しが、病気の治療や進行の予防にとても大切です。また、近年
2人に1人が罹患すると言われている「がん」についても、栄養状態
を保つことが治療を完遂するために重要です。
　医師の指示に基づき、管理栄養士が適切な食事の内容や摂り方
について、フードモデル（食品サンプル）や資料を用いて丁寧にご
説明いたしますので、お気軽にご相談ください。

スタッフ
紹介

職場
紹介

首藤 香菜子
(しゅとう かなこ)

入口

相談室内部

谷川 佳織
管理栄養士 管理栄養士

(たにがわ かおり)

食事の不安やお悩み
お気軽に何でもご相談ください

旅行に行くならどこ？

韓国
旅行に行くならどこ？

北海道
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福岡県鞍手郡小竹町勝野3547-2　TEL：0949-62-0055
加来医院

　地域のかかりつけ医として、患者さんに寄
り添って医療を提供します。気になる症状や
病状でお気軽にお問い合わせください。在宅
医療にも力を入れており、地域に密着した医
療を提供できるように努めています。

地域の方へ、患者さんへのメッセージ
　当院は、1713年から小竹町で診療してい
るクリニックです。 内科、呼吸器内科、胃腸内
科、アレルギー科、小児科、皮膚科、訪問診療
を中心に診療しています。呼吸器内科専門医
が常勤しています。また、24時間体制で在宅
医療も行っています。新しいクリニックを建設
中で2025年12月開院予定です。

当院について

内科、呼吸器内科、胃腸内科、アレルギー科、
小児科、皮膚科、訪問診療

診療科目

副院長 医師加來 庸一郎
か　　く よう  いち  ろう

診療時間

月
●
●

火
●
●

水
●
－

木
●
●

金
●
●

土
●
－

日
－
－

9:00～13:00
14:30～18:00
※水・土曜日は9：00～13：00まで
　第1月曜日と第3木曜日の9：30～13：00は皮膚科外来を
　行っております。

登録医の

ご紹介

　北九州中央病院は、北九州市立医療センター
などの急性期病院で治療を受けられ、自宅退院す
ることが難しい患者さんに対して、自宅や施設ま
での橋渡しする役割を担っています。
　回復期リハビリテーション病棟では、理学、作
業、言語聴覚療法を行い、元気に自宅に戻ってい
ただきます。障害者施設等病棟では、神経筋疾
患、運動器疾患、などの患者さんに治療を行いま
す。療養型病棟は長期療養が必要な患者さんに
必要な医療を提供します。

〒802-0084
福岡県北九州市小倉北区香春口一丁目13番1号
TEL：093-931-1085

受付時間は平日：午前8時30分～11時30分
（新患の方は午前11時まで受付）

診療科目

院長 医師西原 一善
にし はら かず よし

内科・循環器内科・消化器内
科・リハビリテーション科

診療時間
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社会医療法人北九州病院 北九州中央病院

当院について
　「地域医療構想」とは、医療機関の機能分化・
連携を進め、効率的で良質な医療提供体制を構
築するための取り組みです。
　当院では、北九州市立医療センターなどの急性
期病床での治療が終了した患者さんを、回復期・
慢性期病床で引き継ぎ、自宅退院までの医療を
継続します。残念ながら自宅退院が難しい患者さ
んにはソーシャルワーカーが希望に沿った施設を
紹介します。
　介護に疲れたご家族が休息を取れるようレス
パイト入院の受け入れも行っています。

地域の方、患者さんへメッセージ
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遺伝性腫瘍のお話

市
民

たくさんの方の
ご参加をお待ち
しております

　当院では、身近な病気や健康を維持するための役立つ
情報について、分かりやすく講演する市民公開講座を開
催しています。9月20日に市民公開講座を行い、91名と
多くの方にご参加いただきました。

講演①　遺伝性腫瘍について
　　　　認定遺伝カウンセラー　沼田 早苗
講演②　乳がん
　　　　外科部長　川地 眸
講演③　卵巣がん
　　　　産婦人科部長　井上 修作
講演④　すい臓がん
　　　　消化器内科部長　肱岡 真之

公開
講 座

13：30

総合保健福祉センター（アシスト21）2階講堂

開場
14：00～開演12 7月 日日

場所

　認定遺伝カウンセラーによる遺伝性腫瘍の基礎知識に続き、
乳がん・卵巣がん・すい臓がんについて、各領域の専門医がわか
りやすくお話しします。家族のがんが気になる方や知りたい方は、
ぜひ気軽にご参加ください。

当院リハビリテーション技術課 松本 英大言語聴覚士が、
認定言語聴覚士（成人発声発語障害領域）に認定されました

●認定試験を受けるきっかけ…
　このたび、認定言語聴覚士（成人発声発語障害領域）を取得いたしました。
　当院では、頭頚部がんや脳卒中により発語運動障害（声がうまく出せない、
呂律不良など）を呈し、コミュニケーションが困難となる患者さんがいらっしゃ
います。意思疎通が難しくなると、不安や孤立感を招き、生活の主体性や人と
のかかわりにも影響を及ぼします。その支援の重要性を強く感じたことが、認
定取得を目指す大きなきっかけとなりました。

●今後の業務にて…
　講義や試験を通じて、専門的な知識や技術を体系的に学びなおすことで、根
拠に基づいた評価や訓練がこれまで以上に実践できるようになりました。
　今後は、患者さんやご家族に安心してリハビリを受けていただけるよう努め
るとともに、院内外で知識を共有し、後進の育成にも貢献してまいりたいと考
えております。


